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■ ■  テ ー マ 展 示  □ - - - - - - - - -  

 

◆ 中 央 図 書 館 一 般 フ ロ ア  

「 あ れ か ら 一 年 」（ 4 月 30 日 ま で ）  

東 日 本 大 震 災 か ら 1 年 が 経 と う と し て い ま す 。  

津 波 の 被 害 が 甚 大 で あ っ た 東 北 地 方 太 平 洋 沿 岸 地 域 で は 、 被 災 者 の 救

援 や 、 町 の 復 興 活 動 が 進 め ら れ て い ま す 。  

ま た 、 被 害 に あ う 前 の 街 並 み の 写 真 記 録 を 集 め た り 、 被 災 状 況 を 正 確

に 記 録 し 、 災 害 時 の 減 災 に つ な げ る 取 り 組 み も 行 わ れ て い ま す 。  

あ れ か ら 一 年 、 こ の 一 年 を 振 り 返 り 、 こ の 大 震 災 が 私 た ち の 生 活 に ど

の よ う な 影 響 を 与 え て 、 今 後 ど う 考 え て い か な け れ ば な ら な い の か 、 手

掛 か り と な る 資 料 を 集 め ま し た 。  

 

◆ 行 徳 図 書 館 3 階 一 般 フ ロ ア  

「 ３ ． １ １  絆 」（ 4 月 30 日 ま で ）  

「 お 出 か け ・ お 散 歩 ・ サ イ ク リ ン グ ・ ハ イ キ ン グ ・ ラ ン ニ ン グ 」  

 

■ ■  主 な 文 学 賞 の 受 賞 情 報  □ - - - - - - - - -  

 

◆ 「 ２ ０ １ ２ 年 本 屋 大 賞 」 に １ ０ 作 品 が 候 補 に あ が っ て い ま す 。  

『 偉 大 な る 、 し ゅ ら ら ぼ ん 』 万 城 目 学 ／ 著 （ 集 英 社 ）  

『 く ち び る に 歌 を 』 中 田 永 一 ／ 著 （ 小 学 館 ）  

『 ジ ェ ノ サ イ ド 』 高 野 和 明 ／ 著 （ 角 川 書 店 ）  

『 誰 か が 足 り な い 』 宮 下 奈 都 ／ 著 （ 双 葉 社 ）  

『 人 質 の 朗 読 会 』 小 川 洋 子 ／ 著 （ 中 央 公 論 新 社 ）  

『 ビ ブ リ ア 古 書 堂 の 事 件 手 帖 ― 栞 子 さ ん と 奇 妙 な 客 人 た ち 』 三 上 延 ／ 著  

（ ア ス キ ー ）  

『 ピ エ タ 』 大 島 真 寿 美 ／ 著 （ ポ プ ラ 社 ）  

『 舟 を 編 む 』 三 浦 し を ん ／ 著 （ 光 文 社 ）  

『 プ リ ズ ム 』 百 田 尚 樹 ／ 著 （ 幻 冬 社 ）  



『 ユ リ ゴ コ ロ 』 沼 田 ま ほ か る ／ 著 （ 双 葉 社 ）  

大 賞 は ４ 月 １ ０ 日 に 発 表 さ れ ま す 。  

大 賞 を 受 賞 し た 作 品 は 予 約 が 集 中 し ま す 。  

お 早 め に 読 ん で 受 賞 作 品 を 予 想 し て み て は い か が 。  

 

■ ■  YoungAdul t 通 信 【 メ ル マ ガ 版 】 □ - - -  

～ 中 学 生 ・ 高 校 生 の み な さ ん へ ～  

４ 月 か ら の 新 生 活 に 向 け て 、 読 ん で み た い 本 を 集 め て み ま し た 。  

 
◆ 『 Ｈ Ｏ Ｏ Ｔ （ ホ ー ）』 カ ー ル ・ ハ イ ア セ ン ／ 著  

千 葉 茂 樹 ／ 訳 (理 論 社 ) 

 転 校 生 の ロ イ は 、 あ る 日 ス ク ー ル バ ス か ら 不 思 議 な 少 年 を 見 か け る 。

少 年 は 裸 足 で 走 り 、 バ ス を 追 い 越 し て 消 え て い っ た 。  

 一 方 、 パ ン ケ ー キ 店 の 建 設 予 定 地 で は 、 お か し な 事 件 が 続 い て い た 。

杭 が 抜 か れ た り 、 ト イ レ に ワ ニ を 入 れ ら れ た り し た の だ 。 ロ イ は 少 年 を

探 す こ と で 、 こ の 事 件 に 巻 き 込 ま れ て い く 。  

建 設 予 定 地 に 棲 む ア ナ ホ リ フ ク ロ ウ の 家 族 を 守 ろ う と 、 ユ ニ ー ク な 計

画 を 立 て る 少 年 た ち の 物 語 。  

 

◆ 『 リ ボ ン 』  草 野 た き ／ 著  (ポ プ ラ 社 ) 

亜 樹 の 中 学 の 卓 球 部 は 卒 業 式 に 先 輩 か ら 制 服 の リ ボ ン を も ら う 慣 習 が

あ る 。 彼 氏 も い な い し 公 式 戦 で 一 度 も 勝 っ た こ と が な い 池 橋 先 輩 の リ ボ

ン を も ら う こ と に な っ た 亜 樹 だ が 、 な ぜ か 断 ら れ て し ま う 。  

 新 し い 学 年 に な る と 、 親 友 の 美 佳 が ダ ブ ル ス の 解 消 を 宣 言 し て き た 。

お 姉 ち ゃ ん は 留 学 宣 言 す る し 、 新 し い ク ラ ス の 友 達 は な ん だ か 今 ま で と

は 違 う 。「 人 と う ま く や ろ う と お も っ た ら 、自 分 の 意 見 な ん か ひ っ こ め て

し ま っ た ほ う が い い 」 と 考 え 生 き て き た 亜 樹 の な か で 、 何 か が 少 し 動 い

て い た 。  

 一 年 後 の 卒 業 式 。 亜 樹 は 変 わ っ た わ け で は な く 、 強 く な っ た わ け で も

な か っ た 。 で も 後 輩 か ら の 「 リ ボ ン く だ さ ～ い 」 の 声 に 胸 を は っ て Ｎ Ｏ

と い え る 自 分 が い た 。  

 

YoungAdul t 通 信 特 別 号 の 新 生 活 応 援 号 （ 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 発 行 ） か ら  

採 録 し ま し た 。  

 

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥  

◇ メ ー ル マ ガ ジ ン の 配 信 登 録 ・ 停 止 は こ ち ら  



https : / / opac . c i ty. i ch ikawa.ch iba . jp /win j / opac / t op .do   
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